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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】FDG-PETは悪性腫瘍の診断に広く用いられ、実験腫瘍においても様々な研究がなされているが、PETの空
間分解能には制限がある。近年小動物用の高分解能PETとしてmicroPETが登場したが、in vivoでの小腫瘍の検出
能については報告されていない。我々は家兎肺転移モデルを作成し、in vivoでの小腫瘍の検出能と定量評価に
おけるmicroPETの有用性につき検討した。 
【方法】家兎肺転移モデルは、麻酔下にて家兎大腿筋肉内に継代移植したⅤⅩ-2腫瘍を取り出し細片後、腫瘍細
胞浮遊液（約1×107個）を耳静脈より注入し、作成した。10羽については腫瘍細胞静注後それぞれ7、14、21、
28日目のいずれか一時点のみにCTとFDG-microPETを行い、microPETの検出率と腫瘍筋肉比をサイズごとに検
討した。別の5羽はmicroPETのみを7、14、21、28、35日目に行い、同一腫瘍の腫瘍筋肉比を5週間経過観察
した。全家兎は屠殺し、腫瘍の存在を肉眼的に確認した。 
【結果】肺転移は14日目よりCT及び肉眼所見でとらえられ、microPETでの高集積部とよく一致した。microPETは
最小1.5mm径の腫瘍を描出した。CTで検出された腫瘍（n＝87）を基準としたmicroPETでの検出率は、径2mm以下
は6/17（35.3％）、2-4mmでは31/40（77.5％）、4-6mmでは27/30（90.0％）であり、2mm以上の腫瘍においては検
出可能と考えられた。腫瘍筋肉比はそれぞれ2.41±0.41、2.93±0.55、3.34±0.71であり、サイズごとに安定し
ていた。また、5週間の経過観察にて同一腫瘍における腫瘍筋肉比の上昇が評価可能であった。 
【結論】microPETは家兎肺転移モデルにおける小腫瘍のFDG集積の評価に適していると考えられた。また、腫瘍
筋肉比が安定しており、VX-2肺転移モデルはFDG-PETの実験において安定したモデルと考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 FDG-PETは悪性腫瘍の診断に広く用いられるが、PETの空間分解能には制限がある。近年小動物用の高分解能
PETとしてmicroPETが登場したが、in vivoでの小腫瘍の検出能については報告されていない。本研究は家兎肺
転移モデルを作成し、in vivoでの小腫瘍の検出能と定量評価におけるmicroPETの有用性につき検討したもので
ある。家兎肺転移モデルは、継代移植したVX-2腫瘍を取り出し細片後、腫瘍細胞浮遊液（約1×107個）を耳静
脈より注入し、作成した。10羽については腫瘍細胞静注後それぞれ7、14、21、28日目のいずれか一時点のみに
CTとFDG-microPETを行い、microPETの検出率と腫瘍筋肉比をサイズごとに検討した。別の5羽はmicroPETの
みを7、14、21、28、35日目に行い、同一腫瘍の腫瘍筋肉比を5週間経過観察した。全家兎は屠殺し、腫瘍の存
在を肉眼的に確認した。 
 肺転移は14日目よりCT及び肉眼所見でとらえられ、microPETでの高集積部とよく一致した。CTで検出され
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た腫瘍（n＝87）を基準としたmicroPETでの検出率は、径2mm以下は6/17（35.3％）、2-4mmでは31/40（77.5％）、
4-6mmでは 27/30（90.0％）であり、2mm以上の腫瘍においては検出可能と考えられた。腫瘍筋肉比はそれぞれ
2.41±0.41、2.93±0.55、3.34±0.71であり、サイズごとに安定していた。また、5週間の経過観察にて同一腫
瘍における腫瘍筋肉比の上昇が評価可能であった。 
 以上の結果より、microPETは家兎肺転移モデルにおける小腫瘍のFDG集積の評価に適していることを証明した。
腫瘍筋肉比が安定しており、VX-2肺転移モデルはFDG-PETの実験において安定したモデルと考えられた。 
 本研究は実験動物の血行性肺転移モデルを確立し、in vivoでの小腫瘍の検出能と定量的評価における
microPETの有用性を初めて証明した。本研究は臨床におけるFDG-PETの腫瘍検出に対してその基礎を与え、今後
腫瘍に対する治療効果の研究に頁献するものと考えられ、博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定され
た。 
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